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研究目的 

１６bit adderを設計し、演算速度性能
を競う。実際にチップを作成する。速

度性能と集積面積の２つの項目を基準

にコンテストを行う。 
 

設計・試作手順 

Ⅰ アルゴリズムと回路の検討 
Ⅱ 回路設計とシミュレーションを行

う。 
  Ⅲ レイアウト設計をする。 
  Ⅳ 設計規則チェックを行う。 
     ⅰ DRC(Design Rule Check)

を行い、その回路が設計規

則に違反していないか自動

検証する。 
     ⅱ LVS(Layout vs Schematic)

を行い、作ったレイアウト

が設計した回路と同じかを

自動検証する。 
     ⅲ EXT(Parasitic Extraction)

を行い、レイアウトデータ

から寄生容量などを考慮し

た SPICE シミュレーショ
ン用回路データを抽出する。 

  Ⅴ 設計データを VDECへ提出する。 
 

 

 

設計内容 

  Ⅰ アルゴリズム・回路検討 
     RCAはキャリーを一つずつ伝 

搬していく adderなので明ら 
かに遅いことがわかる。また、 
ページの図より１６bit adder 
を作るときには、CSAが演算速
度性能もまあまあよく、集積面

積は大きいものの CLA よりも
小さく２つの項目をバランスよ

く満たしているといえるので

CSAを作ることにした。 
    

  Ⅱ 回路設計・シミュレーション 
      実際に作った回路は、RCA 

と CSA で、RCA は回路検討の
段階で遅いことはわかっていた

がほかの回路との比較のために

作った。 

考察および検討 

シミュレーションの結果から CSA は
RCAと比べて約 倍速かった。また集
積面積の点では、予想通り RCAの方が
小さい面積で作れることがわかった。

ある程度速い演算時間であることがシ

ミュレーションの結果からわかり、レ

イアウトもうまくいったので、成功だ

ったと思う。 
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